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要 旨

CP20形自動式構r勺交換装置は,日本電信電話公祉の直営サービス用として開発された完全共通制御式クロ

スバ構内交換装置である｡本交換装置ほ内線数が数百回線どまりの事業所で構内交換機として使用され,局

線中継台の種類により,無ひも式と有ひも式の2種類に分けられる｡内線容量および呼量容量ほ,無ひも式で

は400回線,45アーラン,有ひも式では500回線,60アーランである｡また,内線呼率ほ0.15アーランであ

るtっ本交換装置は高さ2,000mm,幅1,320mm,奥行600mmの組立式キャビネット1～3個に格納され,一

般の事務室の壁面などiこ設置することができる｡

本交換装置ほ日本電信電話公社神奈川電気通信部,鈴鹿電気通信学園での試用試験に引き続き,三菱電撥,

北極放送をほじめ全国14個所で商用試験を行ない好評を博しているL-.

1.緒 言

わが国の電話サービスも,その量的拡充から,質的向上に移りつ

つある｡日本電信電話公社では,サービスの質的向上の一つとして

事業所用電話設備の近代化の検討を進めてきたが,今般,小容量構

内交換磯のクロスバ化を開始した｡

日本電信電話公社が直営でサービスしている小容量の構内交換枚

としては,従来AFB2形自動式構内交換装置(仕2939号,容量90

回線),AFB3形自動式構内交換装置(仕2940号,容量190回線),

およびH4形自動式構内交換装置(仕3485号,容量400回線)のス

テップバイステップ式の交換概が使用されていた｡しかし,公衆通

信用の電話交換機は市内,市外とも漸次クロスノミ化され,さらに自

営の小容量構内交換較もクロスバ交換楼が主力であるため,日本電

信電話公社直営の構内交換概のクロスバ化の要望が強くなってき

た｡この要望にこたえるために,日本電信電話公社ほ,昭和42年

初頭,小容量構内交換装置のクロスノミ化の方針を決定し,昭和42

年8月,日本電信電話公社が中心となり,日立製作所および富士通

株式会社の交換擬製造メーカーが参加して具体的設計に着手した｡

開発設計は3社の協同設計で進められ昭和43年6月,調42号PC2

形自動式構内交換装置として,日本電信電話公社の神奈川電気通信

部(有ひも式),鈴鹿電気通信学園(無ひも式)で試用試験を開始した｡

この試用試験の結果はCP20形自動式構内交換装置(特仕5557号)

の標準化設計に反映され昭和43年9月から三菱電枚(有ひも式),

北陸放送(二無ひも式)をはじめ全国14個所で商用されている｡

このCP20形自動式構内交換装置の完成は,昭和42年末にサー

ビスを開始した集合自動電話とともに,事業所用電話設備の近代化

に大きな役割をほたすものと期待されている｡

2.CP20形自動式構内交換装置の概要

2.1適 用 範 囲

本交換装置は内線数が数百回線どまりの事業所などに最適の構内

交換機である｡その所属局の形式は,自動式,共電式および磁石式
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因1 適 用 範 囲
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のいずれでも良く,原則として初期端

子数が70端子以上の彰英所に導入さ

れる｡

収容する内線数は､局線中継台の形

式によって異なり,無ひも式の場合は

最大400回線,有ひも式の場合は最大

500回線である｡･.また呼量容量は無ひ

も式45アーラン,有ひも式60アーラ

ンである｡-

図1は日本電信電話公社が直営でサ

ービスする事業所用電話の構内交換装

置および集合自動電話の適用範囲を示

したものである｡

2.2 番 号 方 式

本交換装置内部は内線番号3けたの

閉番号域を構成する｡したがって,ダ

イヤル方式で本交換装置外へ自動発信

をする場合は,最初に識別番号を付加

する必要があり,本交換装置では,原

則としてこの識別番号iこ"0”を使用

する｡



CP 20 形 自 動

表1 番 号 方 式

構 内 交 換 装 置 425

接 続 種 別 内 線 電 話 政 局 線 中 継 台

内 線 相 互 接 続 ⅩⅩⅩ(ただし第一数字

に0ほ使用しない)

市 内 接 続

司⊆市内(閉番号)接続

0＋市内局番＋ⅩⅩⅩⅩ 市外局番＋ⅩⅩⅩⅩ

0＋市外局番十ⅩⅩⅩⅩ

市 外 接 続

準市内(開番号)接続

加 入 者 特 番

0＋0＋市外局番＋ⅩⅩ

ⅩⅩ

市外局番＋ⅩⅩⅩⅩ

0十市外局番＋ⅩⅩⅩⅩ

0＋1ⅩY 1ⅩY

内 線 特 番 Xまたは1Ⅹ

短縮 ダイ ヤル接続 Ⅹ＋ⅩY

表2 信 号 方 式

蓑3 略
巨ワ 表

号略 方 式 名 称 号々げ 方 式 名 称

R
Tし

T

L

T

R

S

T

X

L

L

D

G

D

R

R

D

D

G

E

L

P

A

M

N

A

O

P

A

A

O

内 線 屯 話 枚

ラ イ ソ リ ン ク

座 席 リ ン ク

短縮ダイヤルセソダリソク

マ カ

ナ ソ バ グ ル ー プ

短縮ダイヤルトランスレータ

発 信 レ ジ ス タ

座 盾 レ ジ ス タ

短縮ダイヤルレジスタ

短縮ダイ ヤルセソダ

局 線 出 ト ラ ン ク

T

イ

T

T

T

T

C

T

T

T

T

T

T

T

W

C

O

P

N

W

L

M

T

S

T

A

B

l

1

0

D

B

L

A

N

N

A

N

局線両方向ト ラ ンク

局 線 入ト ラ ン ク

内線相互ト ラ ンク

扱者呼出ト ラ ンク

空番号音ト ラ ンク

専用線両方向卜

長距離内線ト

特殊共電 一

局線転送 卜

局 線 切 換

ラ ンク

ラ ン ク

ラ ン ク

ンラ

装

局 線 中 継

局 線 転 送

ク

置
台
台

本交換装置には収容している局線ごとに普遍番号方式による電話

番号が与えられ,これらの電話番号は代表番号で代表される代表群

を構成している｡したがって,本交換装置に着信するためには一般

に代表番号を使用する｡表1は本交換装置の番号方式を示したもの

である｡

2.3 信 号 方 式

本交換装置と所属自動局の閃の信号方式は表2のとおりである｡

2.4 中 継 方 式

本交換装置の中継方式は局線中継台が無ひも式の場合は図2に,

有ひも式の場合は図3に,その暗号表は表3に示すとおりである｡

国中,スイッチフレーム(SWF)が主通話路を構成する主フレー

ムである｡SWFはクロスバスイッチ2段リンク構成と3段リンク

構成のスイッチフレームを併合したフレームである｡SWFのライ

ン側には主としてライン回路を通して内線を収容し,トランク側に

は,主として2段側に内線相互トランク(IOT),および局線出トラ

ンク(OGT)を,3段側にトラヒック条件のきびしい発信レジスタ

(OR),局線両方向トランク(BWT),局線入トランク(ICT)を収

容する｡

この主通話路を通る接続は次のとおりである｡

(1)起 呼 接 続

(2)内線相互接続

(3)出 接 続

(4)無ひも局線中継台を経由する出入接続

(5)内線特番接続

(6)そのほかの特殊接続

これらの接続の通話路を設定するための制御はすべて一種煩のマ

EXT
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図2 中継方式(無ひも式)
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図3 中継方式(有ひも式)

-カ(M)で行なわれる｡

Mは電源供給,リレー巻線,リレー接点などを二重化した高信煩

度の共通制御装置で,交換機にただ1個設備される｡

交換装置は

(a)内線(EXT)が送受器をあげラインリレーがこれを検出し

たとき

(b)局線中継台の扱者の操作によって,関連するトランクが起

動されたとき

初めて起動され,接続制御が始まる｡

交換機の接続制御に必要な選択信号は,内線からの発信の場合は

ORが内線からのダイヤルパルスを直接受信する｡

ORはSWFのトランク側に収容され,主通話路を通して発呼老

に接続される｡選択数字を受信したのち,受信した選択数字に応じ

た通話路の設定は,すべてMが行なう｡

所属局を経由する他局への通話の場合は,所属局へ選択信号を送

る必要がある｡この選択信号の送出は,一般にはOGTで内線から

のダイヤルパルスを中継することによって行なわれる｡ただし,短

縮ダイヤルによる出接続の場合には,短縮ダイヤルセンダ(ADS)

が使用される｡

ADSは専用に設けられた短縮ダイヤルセソダリソク(ADL)を通

してOGTと接続される｡

内線相互間の通話は,IOTを通して行なわれる｡

国中,ATTは局線中継台を示している｡ATTには無ひも式と有

ひも式があり,加入者の希望に応じて,いずれかの中継台を設置す

一31-



第51巻 第5号

蓑5 内線ク ラ ス と 接続制限

分類】枚能 名 称】 説 明

(1)内線相互接続

1

基

本

機

能

2

標

準

裁

縫

3

付

加

磯

能

内線相互間をダイヤルで自動的に接続する機能

(2)局線への自動

発信接続

(3)局線中継台を

経由する依頼

発信接続

開放番号方式により局線への発信を自動的に接続する楼能

発呼老の俵掛こより中継台故老がダイヤルすることにより

局線への発信を手動接続する機能

(4)局線中継台を

経由する着信

接続

(5)通話中の親書

呼出しと手動

転送

局線からの着信に対して中継台扱者が応答し,尭呼老の希

望する被呼老への着信を手動接続する機能

着信通話中の被呼者がフッキングにより中継台扱者を呼び

出す機能と被呼者の依板により,その呼をほかの被呼老へ

転送する枚能

(6)内線と中継台

との相互接続

(7)内線クラス

発呼老が内線特番をダイヤルすることにより中継台扱者を

呼び出す機能と中継台扱者の操作により発着信とは無関係

に被呼者へ接続する扱綻

内線ごとに接続範囲を区分する椒能,内線クラスとしては

特甲,甲,準甲,乙,丙の5クラスがある

(8)局線 切換 夜間または休日に局線からの着信呼に対して特定の内線で

応答する扱能

(9)内 線 代表

(10)半自動キャン

プオン

(11)リセットコー

ノレ

(12)市外発信親御

(13)短縮ダイヤル

復数の内線を1群とLて扱い,その群中の番号をダイヤルす

ると同一群内のあき内線を選択し,その内線へ着信する機

能,選択形式に単一番号選択方式と全番号選択方式がある

局線からの着信呼が内線話中に遭遇したとき中継台故老の

操作によって待ち合わせ,その通話が終了し次第扱者へあ

き表示をし,扱者の操作によって被呼内線へ呼出信号を送

出する機能

被坪内線が話中の場合,発呼老が最後の1けたをさらこダ

イヤルすることによりほかの内線に接続できる枚能

発呼老のサービスクラスによりダイヤルによる市外自動発

信を規制する依能

加入者の希望する被呼老に対L,2数字の短縮番号を与え,

内線特番に続いて短縮番号をダイヤルすることにより硬呼

老へ接続する機台巨

(14)局線転送!夜間または休日に局線からの着信呼に対して転送台で正答
二し,その呼をほかの内線へ転送する枚能

(16)鯛離内線】警警警竺ご≡警慧冨警誓芸冨以上に大きい内線に対してダ
(17)専用線,私設

線の収容

専用線と私設線を収容し,これと内線とを自動的にまたは

手動で接続する扱能

(18)座席自動ダイ

ヤル

中継台に付加し,扱者のダイヤル操作の代りに簡単な操作

で自動的に特定のダイヤルパルスを送出する揆能

ることができる｡無ひも式のATTには座席リンク(PL)を通して

局線が収容される｡PLもMで制御する｡また,有ひも式のATT

には,内線および局線を直接ジャックに収容する｡ATTの扱者の

操作によって次の接続が行なわれる｡

(7)出 接 続

(8)入 接 続

(9)手 動 転 送

ATTの操作によって内線に接続する場合,有ひも式の場合はコ

ードの呼出プラグを直接ジャックにそう入することで行なわれるが

無ひも式の場合は主通話路を通して接続する必要がある｡この場合

の選択信号の受信は座席レジスタ(PR)で行なわれる｡PRは

ATTごとに1個ずつ設備される｡

2.5 機能の概要

本交換装置の枚能は次の三つに大別される｡

(1)基本棟能,構内交換磯として不可欠の枚能

(2)標準機能,構内交換椀として標準的にサービスする枚能

＼
手相話通

内線クラス

【叫

内

線

ダ

イ

発

信

･貰

ヤ

ル

発

信

中経

継墓
讐
線

局
線
に
対
す
る
接
続

仙
粁
始
す
る
接
続

本
交
換
故
に

市内および準市内(閉番号)発信

市外および準市内(閃番号)発信

加
入
者
特
番

内

線

中
継
.⊥ヽ
亡コ

10×発 信

11×発 信

17×発 信

内線クラス特甲,甲,準甲

内線クラス 乙

内線クラフ 丙

案 内

障 害 受 付

専 用 線,私設線へ の 発信

局 線iこ 対 す る 接 続

専用線,私設線に対する接続

中 継 台 経

0

0

0

0

(⊃

(⊃

由 lO

由 lO

専 用 線 私 設 線 着 信 lO

O+×

局線
転送

×

〉く

○

0

0

○
○

(⊃

0

0

○

0

0

0

0

0

○

0

0

旦.】

注 ○は接続 ×は接続規制を示す｡

図4 キャビネットの外観

○

×

図5 キャビネット内部

○

(3)付加機能,利用者の希望に応じてサービスする機能

それぞれの依能の概要ほ表4に示すとおりである｡

本交換装置に収容される内線には特甲,甲,準甲,乙,丙と呼ば

れる5種類のクラスがある｡この内線クラスの接続制限は表5に示

すとおりである｡

3.構造および標準機器数

本交換装置を構成する機器は図4に示すようなキャビネットに格

納される｡キャビネットの大きさは高さ2,000mm,幅1,320mm,

奥行600mmである｡このキャビネットには図5に示すように回

転引出し式の≡つの架が納められ,必要な各機器が実装される｡

このキャビネットは,底板,天井板,左右の側板,およぴそれぞ

れ2枚で構成される表扉,裏扉などで構成され,これら部分品を別

々に輸送して現地で組み立てる,組み立て式の構造となっている｡

図占ほ組み立て作業中のキャビネットを示したものである｡

キャビネットに格納される架は図7のように必要とする各機器を

実装している｡架の大きさは高さ1,872m皿,幅951mm,奥行

124mmである｡この架も,この状態でキャビネットと別に輸送さ

れ,現地で組み立てるキャビネットに格納される｡図8は架の格納

-32-
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作業小〟)状況をホLたものである｡

木′な換装i胃の后う線中継f㌻にほ無ひも式と･白▲ひも式しり2種板がぁ

る.〕取ひも式局線中継ナ㌻は,図9に示すように,高さ190mnl,幅

420mm,奥行335111nlノ〕l巨ヒ形単性席J)･事こ詩線中継fTである､)また

■卓

国9 無ひも式局線｢い継台

叫■

国1t)盲ひも式局線中継台(2台並置の場合)

蓑6 故 器 の 標 準 構 成
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注 ただし/無ひも式400卜郎私 有ひも式500回線の場合は呼率はそかぞ九仇12EγJ

O.14劫Jとなる｡

イJ､Jも式局掛い継台は,図10に示すように,高さ1,400mlTl,幅

7001--m,奥行570ml-1しノ〕招琵形単性席の局線中継台である｡

本交換楚ヒ置の一合機器の標準的な梢成は表dのとおりである｡

4.おもな接続動作

本交換装抗しJ〕おもな接続動作について簡単に.説明する｡

4.】起呼才妾続(図lり

発呼老が送受器を上げるとSWFのラインリレーが動rFし Mを

寸劇足(ほそく)する｡Mは発呼老の位置を識別するとともに,あき

ORを選択捕捉する｡次に,発呼老とORを接続するあきチャン

丁てこ)Lを選択し,SWFのクロスバスイッチを動作させて,発呼老と

ORとを接続するこ｢これと並行して,MはORに発呼老の収容位置

情報を転送する.〕接続路の閉成を確認すると,Mは復旧し,発呼老

ここまORからダイヤル音が送出される｡

4.2 内線相互∋妾続(二図12)

起呼接続i･こ続いて,発呼老がダイヤルすると,ORほブリトラン

スレーションを行ない,マ〉カ起動けた数を識別する｡発呼者のダ

1クヤ′Lしたけた数がマーカ起動けた数に達するとORはMを起動
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図14 無ひも式局線中継台経由入接続 図15 有○､も式局線小糸朱子㌻絶山入接続

し,受信した被呼番号および発呼老収容位置の情報を転送する.｡内

線相互接続の場合のマーカ起動けた数は3けたである｡Mは被呼番

号の第一数字で呼種別を,発呼老収容位置情報により内線クラスを

識別する｡呼が内線相互接続であれば,MはNGを起動し,被呼番号

を被呼老の収容位置と,着信クラスの情報とに翻訳する｡この着信

クラスの情報と発呼者のサービスクラスの情報とを照合して接続呼

か接続規制呼かを識別する｡接続呼であれば,Mは発呼老を収容し

ているSWFのあき一次リンク,被呼老の収容されているSWFの

あき一次リンクと整合をとりつつ,あきIOTを選択L,被呼老の

話中試験を行なって,被呼者の収容されているSWFのクロスバス

イッチを動作させ,被呼者とIOTとを接続する｡

被呼側の接続路の完成を確認すると,Mは被呼側の接続に必要と

する情報を消去し,ORからの発呼者収容位置情報にしたがって,

発呼老の収容されているSWFのクロスバスイッチを動作させ,発

呼老とIOTとを接続する｡接続路を確認すると,MほORととも

に復旧し,IOTより発呼老に呼出音,被呼者に呼出信号が送出さ

れる｡

4.3 出接続(図13)

起呼接続に続いて発呼老がダイヤ′しを行なうと､ORほ内線相互

接続と同様にしてマーカ起動けた数を識別する｡出接続の場合のマ

ーカ起動けた数は1けたである｡したがって,ORほ第一数字の蓄

積が終了すると,ただちにMを起動し,受信数字と発呼老収容位置

情報とを転送する｡Mは数字情報により呼種別を,発呼者収容位置

情報により発呼老のサービス･クラスを識別する｡ついで出接続呼

の情報と発呼老のサービス･クラスを照合し,接続呼か接続規制呼か

を識別する｡接続呼であれば,Mは発呼老の収容されているSWF

のあき一次リンクと整合をとりつつあきOGTを選択し,SWFの

クロスバスイッチを動作させて,発呼老とOGTとを接続する｡j妾

続を確認するとMはORとともに復旧し,所属局から発呼老に第ニ

ダイヤル音が送出される｡発呼老が第ニダイヤ′レ音を確認後.ダイ

ヤルを行なうとダイヤルパルスはOGTで中継され,所属局以降の

交換棟を動作させ,接続が完成する｡発呼者にほ所属局を通して呼

出音が送出される｡

1.4 入 接 続

構内交換電話では外部からの着信ほすべて局線中継台の扱者によ

三∠入

日阿

EXT

って小継される｡
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さ＼1ト1
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Bll■T

七可

OPCl'

PL
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PR

国16 無ひも式局線｢11継わ経‥川1接続

局線中継台の形式によって動作が異なるのでそれ

ぞれについて説明する｡

(1)無ひも式局線Ll‾丁継子ナの場合(図14)

ICTは所属筍からの呼出信号を受けて動作し,ATTの着信表示

ランプを∴【丈火する｡扱者が応答電けんを押すと,Mを起動L,Mは

着信中のICTを検出し,PLのクロスバスイッチを動作させて,

ICTをATTへ接続する｡これで,外部の発呼名とATT扱者のl呂】の

通話路が完成L,外部の発呼老は扱者に希望与する被呼者への接続を

依挺する｡扱者が発呼者の希望する被呼老の内線番号に応じて押ボ

タンをたたくと数字情報はPRに蓄位される｡扱者が被呼番号の3

数字をたたき終わるとPRはMを起動し,呼種別と被呼番号の情報

を転送する｡MはNGを起動し,被呼番号を被呼老の収容位置と着

信クラスの情報に翻訳するとともにATTと接続されているICTを

検出する｡次に,被呼老とICTとを接続するあきチャンネルを

選択し,被呼老の話中試験を行ない,被呼老の収容されているSWF

のクロスバスイッチを動作させて,被呼者とICTとを接続する｡接

続路の閉成を確認すると,MはPRとともに復旧し,被呼老には

ICTから呼出信号が送呈-Hされる｡被呼老が応答すると,扱者は被呼

者に着信呼のあることを伝え復旧電けんを押し,PLを復IRさせる｡

通話ほSWFを通して行なわれる｡

(2)有ひも式局線中継台の場合(図15)

ICTは所属局からの呼出信号を受けて動作し,ATTの着信表示

ランプを点火する｡扱者がコードの応答プラグを局線ジャックにそ

う入L応答すると,外部の発呼者は扱者に希望する被呼老への接続

を依挺する.｡扱者ほ発呼老の希望する被呼老対応のジャックへ呼出

プラグをそう入し,被呼者へ呼出信号を送出する｡被呼者が応芥す

ると通話はコードを通して行なわれる｡

4.5 局線中継台を経由する出接続

構内交換機では内線からのダイヤ′しによる相接続のほかに,局線

中継台の扱者に依顕して,扱者のダイヤ′しによる出接続がある｡こ

れについても,局線中継台の形式によって動作が異なるので別々に
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説明する._､

(1)無ひも式‡子細と中継f～の場合(図Id)

起呼接続に続いて,発呼老が内線特番をダイヤルすると,ORと

Mは出接続の場合と同様の動作を行ない,発呼老とOPCTとを接

続し,ATTの着信表示ランプを点火する｡扱者が応答電けんを押

すと,Mは入接続の場合と同様の動作を行ないOPCTとATTとを

接続する｡これで発呼者と扱者との問の通話路が完成し,発呼老は

希望する外部の被呼老への発信を依板し 送受器をおろす｡

ATTの扱者が局線電けんを押すと,Mを起動し,呼種別を転送

する｡Mはこの情事即こ従って,あきBWTを選択L-,PLのクロスバ

スイッチを動作させて,ATTとBWTとをPLを通して接続する｡

接続を確認すると,Mは復旧し,所嵐局から扱者にダイヤル音が送

出される〔)扱者がダイヤルを行なうとダイヤ′レバルスはBWTで中

継され,所属ん毒以降の交換段を動作させて接続を完成する｡こjt･で

扱者と外部の披呼老との問の通話路が完成する｡ついで,扱者が依

板老の内線番号i･こ応じて押ボタンをたたくと数字情報はPRに蓄積

される｡以後の動作は人接続の場合の被呼老への接続と同様である

ので省略する｡

(2)有ひも局線中継台の場合(図】7)

発呼者がダイヤ′しを行なってからATTの着信去示ラン/プが点火

するまでの動作は無ひも局線中継台の場合と同様である｡扱者が応

答プラグをOPCT対応のジャックにそう入L,応芥すると発呼老は

希望する外部の被呼老への発信を依挺し,送受器をおろす｡

扱者はコードの応芥プラグを局線ジャックにそう入し,BWTを

起動すると,所属局から扱者にダイヤル音が送出さ藷Lる｡拙者が発

呼省から依板を受けた外部の被呼番弓一をダイヤ′しすると,ダイヤル

パルスはBWTで中継され,所属局以降の交換棟を動作させ,外部

の披呼老までの接続が完成する｡一方,コードの呼出プラグを発呼

老対応のジャックにそう入し,発呼老へ呼出信号を送出する｡発呼,

被呼の両者が応答すると,通話はコードを通して行なわれる｡

Vol.30

5.CP20形自動式横内交換装置の特長

本交換装置のおもな特長をまとめると次のようになる｡

(1)主通話路のスイッチフレームはクロスバスイッチ2段】妾続

と3段接続を併合し,発信系のトランク(IOT,OGT)を2

段側に,着信系のトランク(BWT)を3段側に収容する経

済的なフレーム構成である｡〕

(2)回路を二重化した高信煩度のマーカを使用し1個のマーカ

で全接続を制御する1マーカ形式である｡

(3)ナンバグループと代表選択機能を具備しているので,職制

や部臣番号に合わせた合理的な番号計画を揺ることがで

きる｡

(4)局線中継台には,卓上形の無ひも式局線中継台と,据置形

の有ひも式局線中継台とがあり,ユーザーの希望に応じて

いずれの形式とすることもできる｡

(5)専用線,私設線を使用することにより,構内ばかりでなく′

市内,市外の支店や出張所と相互通話ができる｡

(6)局線切替装置や局線転送装置を使用することにより,休日

や夜間にも,顧客により良いサービスを維持できる｡

(7)短縮ダイヤルをはじめ,種々の付加サービスを容易に実施

できるので,電話をより便利に使用できる｡

(8)小形で壁面設置が可能なキャビネットに格納されているた

め占有床面箭が小さい｡

(9)キャビネットには明るい色調を使用しているので,一般の

事務室にも良く調和する｡

(10)キャビネット内部には,3枚の可動架を組み込むことがで

き高密度実装が可能である｡

(11)可動架は,1架ごとに前面に引き出すことができるので,

工事,保守,点検が容易である｡

(12)キャビネットは分解,組立が容易に行なわれる構造となっ

ているため,輸送,搬入が容易である｡

d,結 口

以上述べたようにCP20形自動式構内交換装置は,最新のクロ

スバ式構内交換装置とLて,サービスを開始した｡この交換装置の

商用試験の結果は,標準化に反映され,今後,小容量の構内クロス

バ交換機とL-てSXS構内交換機にかわって全面的に導入される予

定であり,その成果が期待されている｡
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